
岸
田
、
石
破
、
高
市
政
権
の

医
療
政
策
の
連
続
性

―
―
拝
読
し
て
、
岸
田
、
石
破
、
高
市
政
権
に
至
る

医
療
政
策
の
連
続
性
の
見
方
に
注
目
し
ま
し
た
。
今

回
の
診
療
報
酬
改
定
の
評
価
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま

す
。

二
木
　
世
界
と
日
本
の
政
治
は
激
変
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
政
策
に
つ
い
て
は
当
面
は
大
き
な
変

更
は
な
く
、
今
後
も
部
分
改
革
が
積
み
重
ね
ら
れ
る

と
み
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
自
民
党
が
従
来
か
ら

検
討
し
て
き
た
、
①
高
額
療
養
費
制
度
の
患
者
負
担

増
、
②
75
歳
以
上
高
齢
者
の
窓
口
負
担
拡
大
、
③
Ｏ

―
―
本
誌
連
載
「
医
療
時
評
」
の
ご
執
筆
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
前
著
か
ら
２
年
間
を
経
て
、
こ
の
た

び
の
新
著
出
版
と
な
り
ま
し
た
。

二
木
　
は
じ
め
の
タ
イ
ト
ル
案
は
「
俯
瞰
的
に
見
る

日
本
の
医
療
」
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
そ
れ
で
は
売

れ
な
い
」（
笑
）と
な
り
ま
し
た
。
フ
ァ
ク
ト（
事
実
）

に
基
づ
き
、
岸
田
自
公
政
権
か
ら
高
市
自
維
政
権
に

至
る
日
本
の
医
療
政
策
を
複
眼
的
・
歴
史
的
・
俯
瞰

的
に
分
析
し
た
構
成
と
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
発
表

し
た
28
論
文
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
23
論

文
が
『
文
化
連
情
報
』
の
「
医
療
時
評
」
で
す
。
本

誌
で
、
自
己
の
研
究
・
見
解
を
速
や
か
に
か
つ
継
続

的
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

『
フ
ァ
ク
ト
で
展
望
す
る
高
齢
日
本
の
医
療
政
策
』
出
版
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

事
実
に
基
づ
き
政
策
を
分
析

報
酬
改
定
と
地
域
医
療
構
想
セ
ッ
ト
で
理
解
を

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
患
者
負
担
、
④
保
険
外
併
用
療
養
費

制
度
の
拡
大
と
民
間
保
険
活
用
―
―
が
段
階
的
に
実

施
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
間
の
国
政
選
挙
で
議
席
を
増
や
し
た
日
本
維

新
の
会
、
国
民
民
主
党
、
参
政
党
は
自
民
党
よ
り
も

ず
っ
と
右
派
で
、
医
療
費
抑
制
、
保
険
料
引
き
下
げ
、

混
合
診
療
拡
大
、
終
末
期
医
療
の
見
直
し
等
、
先
鋭

的
な
主
張
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
衆
院
選

で
自
民
党
が
地
滑
り
的
勝
利
を
し
て
、
上
記
３
党
の

影
響
力
は
相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
た
の
で
、
今
後
も

極
端
な
改
革
は
実
現
せ
ず
、
本
来
の
自
民
党
の
政
策

に
戻
る
と
見
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
医
療
関
係
者

が
希
望
す
る
よ
う
な
劇
的
な
改
善
の
可
能
性
は
当
面

二
木
　
立  

（
日
本
福
祉
大
学
名
誉
教
授
）

聞
き
手
　
日
本
文
化
厚
生
連
代
表
理
事
理
事
長
　
東
　
公
敏
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は
な
い
け
れ
ど
も
、
逆
に
、
例
え
ば
国
民
皆
保
険
の

解
体
と
い
っ
た
地
獄
の
シ
ナ
リ
オ
も
な
い
の
で
す
。

　

自
民
党
の
枠
内
で
は
相
対
的
に
リ
ベ
ラ
ル
派
だ
っ

た
岸
田
さ
ん
と
石
破
さ
ん
の
と
き
に
「
骨
太
方
針
」

（
２
０
２
４
年
、
２
０
２
５
年
）
で
医
療
費
抑
制
の

流
れ
が
少
し
弱
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
高

市
首
相
に
よ
る
補
正
予
算
や
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き

上
げ
が
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
す
。
高
市
さ
ん
は

タ
カ
派
、
強
硬
保
守
で
、
何
と
な
く
医
療
や
福
祉
は

軽
視
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
高
市
さ
ん
の
政
治
信
条
や
姿
勢
と
医
療
・

社
会
保
障
政
策
は
区
別
し
て
論
じ
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
今
回
の
診
療
報
酬
引
き
上
げ
は
、
高
市
首
相

が
財
務
省
で
は
な
く
厚
生
労
働
省
に
軍
配
を
上
げ
て

押
し
切
っ
た
の
で
す
。

　
消
費
税
減
税
、
防
衛
費
増
、
積
極
財
政
の

市
場
信
任
に
懸
念

―
―
現
在
の
政
治
情
勢
下
で
、
当
面
考
え
ら
れ
る
懸

念
と
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

二
木
　
２
０
２
４
年
と
２
０
２
５
年
の
「
骨
太
方

針
」
の
マ
イ
ナ
ス
面
と
し
て
、
保
険
外
併
用
療
養
費

制
度
（
選
定
療
養
）
の
拡
大
と
民
間
保
険
の
活
用
が

入
り
ま
し
た
。
両
方
が
セ
ッ
ト
で
書
き
込
ま
れ
た
の

は
初
め
て
で
す
。
こ
れ
は
医
療
経
済
学
的
に
は
、
公

的
費
用
（
税
・
保
険
料
）
か
ら
私
的
費
用
（
患
者
負

担
）
へ
の
コ
ス
ト
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
り
、
医
療
政

策
の
転
換
に
な
り
う
る
危
険
な
芽
で
す
。
民
間
保
険

は
公
的
保
険
に
比
べ
て
管
理
費
が
高
く
、
株
主
配
当

の
た
め
の
利
益
等
の
余
計
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
私
的
保
険
で
は
、
こ
の
費
用
が
２
〜
３

割
、
日
本
の
公
的
保
険
は
２
〜
３
％
で
す
。

　

近
年
の
病
院
経
営
悪
化
を
背
景
に
し
て
、
一
部
の

病
院
や
医
師
の
間
で
混
合
診
療
拡
大
・
解
禁
論
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
診
療
報

酬
の
本
体
３
・
09
％
上
げ
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
主

張
は
抑
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
当
面
の

懸
念
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
消
費
税
減
税
で
す
。
食
料
品
の
消
費
税
の

時
限
的
ゼ
ロ
税
率
化
が
も
し
実
施
さ
れ
た
と
し
た
ら
、

５
兆
円
の
穴
が
開
き
、
医
療
、
社
会
保
障
費
に
影
響

が
及
び
ま
す
。
一
番
の
懸
念
は
、
い
っ
た
ん
導
入
し

た
ら
簡
単
に
は
戻
せ
な
い
こ
と
で
す
。
１
年
、
２
年

な
ら
何
と
か
財
源
を
か
き
集
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、

５
年
、
10
年
で
見
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

次
に
、「
大
砲
か
バ
タ
ー
か
」
の
選
択
の
復
活
で

す
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ト
ラ
ン
プ
の
圧
力
で
、
加
盟
国
が

軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
わ
が
国
も
２
０
２
５
年
度
補
正
予
算

で
２
％
を
２
年
前
倒
し
で
達
成
し
ま
し
た
。
防
衛
費

１
％
増
で
５
・
６
兆
円
で
す
。
今
度
の
診
療
報
酬
プ

ラ
ス
分
は
５
千
億
円
で
す
か
ら
、
桁
が
一
つ
違
う
の

で
す
。

　

３
番
目
に
、
野
放
図
な
積
極
財
政
に
よ
る
円
安
・

国
債
安
と
物
価
高
・
イ
ン
フ
レ
の
高
進
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
市
場
の
信
認
を
失
う
ト
ラ
ス
シ
ョ
ッ
ク
が

起
き
ま
し
た
。
高
市
さ
ん
は
２
０
２
１
年
の
著
書
で
、

「
日
本
は
自
国
通
貨
建
て
で
国
債
を
発
行
で
き
る
か

勁
草
書
房  

３
８
５
０
円
／
２
０
２
６
年
３
月
刊
／
Ａ
５
判
／
３
０
４
頁
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ら
、
ど
ん
な
に
財
政
負
担
が
膨
ら
ん
で
も
デ
フ
ォ
ル

ト
の
心
配
が
な
い
幸
せ
な
国
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
Ｍ
Ｍ
Ｔ
（
現
代
貨
幣
理
論
）
の
今
、
誰
も
相

手
に
し
て
い
な
い
考
え
方
で
す
。
そ
こ
で
総
裁
選
挙

で
は
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
と
少
し
キ
ャ
ッ
プ
を

か
ぶ
せ
て
、
政
府
純
粋
債
務
残
高
を
緩
や
か
に
引
き

下
げ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
消
費
税
の
ゼ
ロ
税
率
と
同
じ
で
財
源
を
示
し
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、
突
然
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
信
認
を
失
う

可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

現
場
の
苦
境
・
要
望
に
応
え
た
改
定

患
者
負
担
増
は
外
来
医
療
に
悪
影
響

―
―
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
全

体
的
に
は
、
ど
ん
な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
。

二
木
　
本
体
で
３
・
09
％
の
プ
ラ
ス
、
こ
れ
は
す
ご

い
こ
と
で
す
。
最
近
の
医
療
現
場
は
、
20
年
前
の
小

泉
政
権
の
極
端
な
医
療
費
抑
制
政
策
で
医
療
崩
壊
、

立
ち
去
り
型
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
言
わ
れ
た
の
と
ほ
と

ん
ど
状
況
が
似
て
い
ま
し
た
。
も
し
、
今
回
こ
う
し

た
プ
ラ
ス
改
定
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
の
医
療
は
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
改
定
は
急

性
期
病
院
対
応
が
中
心
で
す
が
、
慢
性
期
や
診
療
所

も
プ
ラ
ス
と
な
り
、
財
務
省
が
執
拗
に
求
め
て
い
た

診
療
所
か
ら
病
院
へ
の
報
酬
シ
フ
ト
は
、
日
本
医
師

会
の
強
い
反
対
で
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
２
０
４
０
年
頃
を
見
据
え
た

包
括
的
な
改
定
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
医
療

現
場
の
要
望
に
応
え
た
細
か
な
改
定
も
目
立
ち
ま
す
。

例
え
ば
、
看
護
補
助
者
や
事
務
職
員
の
大
幅
賃
上
げ
、

事
務
等
の
簡
素
化
・
効
率
化
、
重
症
度
・
医
療
看
護

必
要
度
の
見
直
し
（
内
科
系
疾
患
の
評
価
）、
多
職

種
協
働
を
評
価
す
る
看
護
・
多
職
種
協
働
加
算
等
々

で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
看
護
業
務
効
率
化
・
看

護
配
置
基
準
の
柔
軟
化
と
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

文
章
作
成
補
助
シ
ス
テ
ム
等
の
業
務
効
率
化
・
医
師

事
務
作
業
補
助
者
配
置
基
準
の
柔
軟
化
に
は
驚
き
ま

し
た
。
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
へ
の
厚
生
労
働
省
の
本
気
度

を
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
の
さ
ら
な
る

活
用
は
大
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
２
年
前
に
患
者
負

担
を
導
入
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
価
格
差
の
４
分
の

１
相
当
の
負
担
を
２
分
の
１
相
当
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。
今
後
、
同
じ
や
り
方
で
の
患
者
自
己
負
担
増
が
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
の
見
直
し
で
も
行
わ
れ

る
と
、
外
来
医
療
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
で

し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
レ
・
賃
金
上
昇
対
応
は
、
２
０
２
７
年
度

も
さ
ら
に
上
乗
せ
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

上
昇
に
応
じ
て
毎
年
１
点
単
価
を
変
動
さ
せ
る
方
式

の
導
入
も
検
討
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
地
域
医
療
構
想
先
取
り
し
、

病
院
機
能
分
化
の
方
向
付
け

―
―
今
回
改
定
は
、
新
し
い
地
域
医
療
構
想
を
先
取

り
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

二
木
　
新
し
い
地
域
医
療
構
想
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い

な
い
、
議
論
の
最
中
に
、
診
療
報
酬
改
定
が
ち
ょ
っ

と
先
走
っ
た
。
そ
の
方
向
付
け
を
改
定
が
先
に
示
し

た
と
言
え
ま
す
。「
新
た
な
地
域
医
療
構
想
等
に
関

す
る
と
り
ま
と
め
」（
２
０
２
４
年
12
月
）
と
報
酬

改
定
を
セ
ッ
ト
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
７
対
１
看
護
病
床
の
上
位
病
床
と
し
て
、
急
性

期
病
院
一
般
入
院
料
Ａ
を
新
設
し
ま
し
た
。
点
数
上

は
、
急
性
期
Ａ
（
１
９
３
０
点
）＞

多
職
種
体
制

を
整
え
た
急
性
期
Ｂ
（
１
８
９
８
点
）＞

急
性
期

一
般
１（
１
８
７
４
点
）と
な
り
ま
す
。
急
性
期
Ａ
は
、
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新
地
域
医
療
構
想
の
「
急
性
期
拠
点
機
能
」
で
確
定

で
し
ょ
う
。
対
し
て
、急
性
期
Ｂ
は
「
高
齢
者
救
急
・

地
域
急
性
期
機
能
」
の
中
核
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
２
つ
に
分
け
、
２

の
基
準
を
相
当
緩
和
し
ま
し
た
か
ら
、
急
性
期
一
般

入
院
医
療
２
～
６
か
ら
地
域
包
括
医
療
病
棟
へ
の
移

行
が
相
当
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
長
期
的
に
は
、

７
対
１
看
護
病
床
以
外
は
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
ま

た
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
移
行
さ
せ
て
い
く
厚
生

労
働
省
の
思
惑
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。「
包
括
期
」

に
「
高
齢
者
救
急
」
を
含
め
た
の
は
、
こ
の
た
め
だ

と
思
い
ま
す
。

「
包
括
期
」 

は
高
齢
者
・
軽
症
救
急
の

受
け
皿

―
―
「
包
括
期
」
の
位
置
づ
け
を
ど
う
見
て
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
一
般

病
院
の
あ
り
方
と
関
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

二
木
　
「
包
括
期
」
の
見
方
は
最
大
の
肝
と
も
い
え

ま
す
。「
新
た
な
地
域
医
療
構
想
等
に
関
す
る
と
り

ま
と
め
」
に
書
か
れ
た
「
回
復
期
」
機
能
か
ら
「
包

括
期
」
機
能
へ
の
変
更
は
、
単
な
る
呼
称
変
更
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
包
括
期
」
は
、「
２
０
４
０
年
に
向
け
て
増
加

す
る
高
齢
者
救
急
等
の
受
け
皿
と
し
て
急
性
期
と
こ

れ
ま
で
の
回
復
期
の
機
能
を
あ
わ
せ
て
も
つ
こ
と
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
・
軽
症
救
急
（
従
来
の
一

般
急
性
期
）
も
含
め
て
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
ゴ
ー
ル

ポ
ス
ト
を
ず
ら
し
た
の
で
す
。

　

一
般
急
性
期
と
回
復
期
の
境
は
元
々
あ
い
ま
い
で
、

そ
れ
ぞ
れ
何
床
、
何
床
と
決
め
る
の
は
無
理
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
名
称
変
更
に
よ
り
、
長
年
の
懸
案

だ
っ
た
急
性
期
病
床
の
削
減
と
回
復
期
病
床
（
包
括

期
）
の
増
加
を
数
の
上
で
は
達
成
で
き
、
厚
生
労
働

省
な
り
に
解
決
し
た
わ
け
で
す
。

　
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
の
地
方
病
院
の

不
安
払
拭
を

―
―
厚
生
連
病
院
の
多
く
が
立
地
す
る
地
方
へ
の
配

慮
も
あ
る
よ
う
で
す
。

二
木
　
今
ま
で
の
地
域
医
療
構
想
で
は
全
国
一
律
の

仕
掛
け
で
し
た
が
、
今
回
は
全
国
を
大
都
市
部
、
地

方
都
市
、
人
口
の
少
な
い
地
域
の
３
種
類
に
分
け
ま

し
た
。
人
口
20
万
人
未
満
の
医
療
圏
は
結
構
数
が
多

い
の
で
す
。
急
性
期
Ｂ
に
関
し
て
は
、
人
口
20
万
人

未
満
の
医
療
圏
だ
っ
た
ら
、
救
急
台
数
や
手
術
件
数

の
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
急
性
期
Ｂ
と
多
職
種
体

制
加
算
を
取
れ
ば
、
今
ま
で
の
急
性
期
一
般
よ
り
良

く
な
る
。
な
か
な
か
厚
生
労
働
省
も
芸
が
細
か
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

急
性
期
Ｂ
を
今
の
ま
ま
で
は
ギ
リ
ギ
リ
選
択
で
き

な
い
中
小
病
院
の
う
ち
で
、
現
在
７
対
１
看
護
の
病

院
は
必
死
に
救
急
車
１
５
０
０
台
（
人
口
20
万
人
以

下
で
は
１
０
０
０
台
）
の
ク
リ
ア
に
向
か
う
で
し
ょ

う
。
厚
生
連
を
含
め
て
民
間
経
営
の
病
院
は
活
力
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
１
回
の
改
定

で
激
変
は
生
じ
ま
せ
ん
し
、
厚
生
労
働
省
も
そ
こ
ま

で
は
見
込
ん
で
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
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別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
に
よ
っ
て
医
療
費
抑
制
を
叫

ぶ
主
張
が
続
い
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ク
ト
に
基
づ
く
見

解
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
で
す
。

二
木
　
高
額
療
養
費
の
増
加
や
高
額
な
薬
剤
が
医
療

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
誇
大
ま
た

は
事
実
誤
認
で
す
。

　

高
額
療
養
費
３
兆
円
弱
の
国
民
医
療
費
に
対
す
る

割
合
は
６
・
79
％
（
２
０
２
１
年
度
）
に
と
ど
ま
っ

―
―
病
院
機
能
の
選
択
・
限
定
の
流
れ
は
、ケ
ア
ミ
ッ

ク
ス
型
の
地
方
の
病
院
に
と
っ
て
不
安
が
大
き
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
木
　
そ
こ
は
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
地
方
の
病
院

は
、
病
床
規
模
を
問
わ
ず
広
く
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で
病

棟
構
成
し
て
お
り
、
地
域
の
需
要
に
応
え
て
、
経
営

も
成
り
立
た
せ
て
い
ま
す
。
急
性
期
病
棟
と
地
域
包

括
医
療
病
棟
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
、
療
養
病
床
等
と
の
併
設
の

体
制
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
協
議
、
調

整
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
三
次
救
急
を
担
っ
て
い
る
大
病
院
が
、
急

性
期
Ａ
を
取
得
す
る
た
め
に
地
域
の
救
急
患
者
を

「
独
占
」
し
、
二
次
救
急
を
担
っ
て
い
る
中
小
病
院

の
機
能
低
下
が
生
じ
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
普

通
の
二
次
救
急
の
中
小
病
院
で
扱
え
る
患
者
が
三
次

救
急
に
行
け
ば
、
医
療
費
も
不
必
要
に
増
加
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

た
だ
し
厚
生
労
働
省
は
、
医
療
費
が
無
益
に
増
え

る
こ
と
は
絶
対
に
さ
せ
ま
せ
ん
か
ら
、
何
ら
か
の
調

整
を
行
う
と
は
思
い
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
で
医
療
財
政
圧
迫
の
主
張
は

事
実
誤
認

―
―
本
書
タ
イ
ト
ル
の
「
フ
ァ
ク
ト
」
は
、
ま
さ
に

先
生
の
研
究
姿
勢
を
表
し
て
お
ら
れ
る
基
本
ワ
ー
ド

だ
と
思
い
ま
す
。

二
木
　
私
の
ス
タ
ン
ス
は
、
事
実
認
識
や
客
観
的
将

来
予
測
と
、
自
己
の
価
値
判
断
を
峻
別
す
る
こ
と
で

す
。
客
観
的
将
来
予
測
と
は
、
現
在
の
政
治
経
済
や

社
会
的
条
件
が
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
し
た

場
合
、
政
策
が
こ
う
な
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
私

が
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
れ
と
自
分

の
価
値
判
断
を
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
に
し
て
論
じ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

医
学
の
臨
床
研
究
で
は
、
事
実
と
そ
れ
の
解
釈
を

区
別
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
論
文
を
書
く
場
合

で
も
、
結
果
の
欄
と
、
考
察
の
欄
を
区
別
し
ま
す
。

こ
の
癖
が
つ
い
て
い
て
、
そ
の
延
長
で
政
策
を
分
析

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
価
値
判
断
が
大
事

に
さ
れ
る
社
会
福
祉
の
分
野
で
は
、
事
実
と
自
己
の

価
値
判
断
を
混
同
す
る
研
究
者
や
実
践
家
が
少
な
く

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
社
会
科
学
に
お
い
て
も
、

自
己
の
価
値
判
断
と
事
実
認
識
・
客
観
的
予
測
は
区
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し
や
尊
厳
死
法
制
化
に
触
れ
た
国
民
民
主
党
の
玉
木

発
言
は
、「
根
強
く
は
び
こ
る
誤
解
」（
共
同
通
信
）、

「
信
頼
に
値
す
る
議
論
を
」（
朝
日
新
聞
）
と
各
種

新
聞
か
ら
も
批
判
を
浴
び
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
過
去
30
年
間
、
死
亡
前
１
年
間
お
よ
び

１
カ
月
間
の
医
療
費
の
総
医
療
費
に
対
す
る
割
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
10
％
、
３
％
で
安
定
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
こ
れ
に
は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
等
の
急
性
疾
患
で

死
亡
し
、
終
末
期
医
療
と
は
言
え
な
い
医
療
費
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

参
政
党
の
党
首
は
「
無
理
や
り
チ
ュ
ー
ブ
に
つ
な

い
で
生
か
す
必
要
が
あ
る
の
か
。
終
末
期
医
療
に
金

が
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
」
と
選
挙
で
主
張
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
終
末
期
の
延
命
の
た
め
に
胃
瘻
造
設
や

人
工
呼
吸
器
装
着
が
さ
れ
る
こ
と
は
最
近
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
し
、
費
用
も
と
て
も
高
額
と
い
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

終
末
期
医
療
た
た
き
の
議
論
は
、
こ
れ
で
も
う
打

ち
止
め
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
ゾ
ン
ビ
み
た
い

に
出
て
き
ま
す
ね
。
そ
も
そ
も
社
会
保
険
料
引
き
下

げ
は
、
即
、
社
会
保
障
・
医
療
保
障
の
縮
小
を
意
味

す
る
の
で
す
が
、
選
挙
時
に
は
多
く
の
国
民
に
そ
こ

ま
で
の
理
解
は
広
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
間
の
医
療
費
増
加
へ
の
寄
与

率
も
10
・
８
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
マ
ク
ロ
の
医
薬
品

費
は
厳
し
く
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
９
兆
円
台
、
薬
剤

比
率
22
％
前
後
で
安
定
し
て
い
ま
す
。
高
額
医
薬
品

が
亡
国
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
く
、
過
度
な
上
昇
を

防
ぎ
、
適
正
な
値
付
け
と
適
正
利
用
を
進
め
れ
ば
、

国
民
皆
保
険
制
度
と
の
両
立
は
可
能
で
す
。

　

石
破
内
閣
の
時
は
患
者
団
体
の
声
を
全
く
聞
か
ず

に
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
原
案
を
出
し
、
そ
の

後
、
迷
走
し
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
凍
結
さ
せ
た
の
は
、

患
者
団
体
の
運
動
の
成
果
で
す
。
内
容
、
政
策
決
定

プ
ロ
セ
ス
と
も
問
題
だ
ら
け
で
あ
り
、
私
も
強
く
反

対
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ

ン
の
財
源
確
保
を
ね
ら
い
と
し
て
、
長
期
間
高
額
な

負
担
に
苦
し
む
が
ん
患
者
や
難
病
法
指
定
外
の
関
節

リ
ウ
マ
チ
患
者
等
の
「
多
数
回
該
当
」
患
者
の
負
担

を
増
や
す
こ
と
は
許
し
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

死
亡
１
カ
月
前
の
対
総
医
療
費
割
合
は
３
％

―
―
終
末
期
の
過
度
な
延
命
治
療
が
医
療
費
を
押
し

上
げ
て
い
る
と
主
張
す
る
政
党
が
目
立
ち
ま
す
。

二
木
　
現
役
世
代
の
社
会
保
険
料
引
き
下
げ
で
「
手

取
り
を
増
や
す
」
手
段
と
し
て
、
終
末
期
医
療
見
直

応
能
負
担
は
税
と
保
険
料
に
適
用
し
、

平
等
給
付
が
社
会
保
険
の
原
則

―
―
応
能
負
担
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
窓
口
負

担
や
利
用
料
に
ま
で
応
能
負
担
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
議
論
を
ど
う
見
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

二
木
　
金
融
所
得
の
把
握
も
含
め
て
応
能
負
担
の
拡

大
に
は
大
賛
成
で
す
が
、
そ
れ
は
保
険
料
や
租
税
負

担
に
の
み
適
用
す
べ
き
も
の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
際
は
、
所
得
の
多
寡
に
よ
ら
ず
、
平
等
に
給
付

を
受
け
る
の
が
社
会
保
険
の
原
則
で
す
。
高
所
得
者

も
能
力
に
応
じ
て
し
っ
か
り
保
険
料
や
税
金
を
払
っ

て
い
る
か
ら
制
度
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
、
利
用

す
る
と
き
に
も
多
く
取
ら
れ
た
ら
二
重
取
り
と
な
り
、

高
所
得
の
人
の
保
険
に
対
す
る
納
得
感
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

20
世
紀
末
ま
で
は
、
医
療
保
険
の
患
者
自
己
負
担

は
所
得
と
は
無
関
係
に
一
律
で
し
た
。
一
方
、
福
祉

の
措
置
制
度
で
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
応
能
負
担
が

入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医
療
保
険
と
の
間
や
在
宅
・

施
設
間
で
不
合
理
な
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
２
０

０
０
年
の
介
護
保
険
制
度
創
設
の
と
き
に
利
用
料
を

応
能
負
担
か
ら
定
率
負
担
に
変
更
し
た
の
で
す
。
し
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か
し
、
２
０
０
１
年
以
降
、
こ
の
原
則
が
徐
々
に
崩

さ
れ
、
患
者
自
己
負
担
に
も
応
能
負
担
が
導
入
・
拡

大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
の
高
額
療
養
費

制
度
の
負
担
上
限
額
の
所
得
区
分
細
分
化
は
そ
の
先

導
役
で
し
た
。最
近
は「
現
役
世
代
の
保
険
料
軽
減
」

を
理
由
と
し
て
さ
ら
な
る
細
分
化
が
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
社
会
保
険
の
原
則
に
戻
す
べ
き
で
す
。

保
険
料
と
給
付
の
再
分
配
効
果
は
大
。

「
手
取
り
増
を
保
険
料
減
で
」 

は

格
差
拡
大
も
た
ら
す

―
―
「
社
会
保
険
料
の
負
担
を
減
ら
し
て
手
取
り
を

増
や
す
」と
の
主
張
自
体
、大
い
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

二
木
　
一
部
野
党
や
日
経
新
聞
の
「
賃
上
げ
は
社
会

保
険
料
に
消
え
る
」
と
の
主
張
は
、
重
大
な
事
実
誤

認
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
入
部
寛
氏
の
研
究
に
よ
る

と
、若
年
世
代（
39
歳
未
満
の
２
人
以
上
勤
労
世
帯
）

の
、
こ
の
６
年
間
の
社
会
保
険
料
負
担
の
増
加
は
６

２
０
０
円
程
度
で
あ
り
、
同
じ
期
間
の
世
帯
主
収
入

の
増
加
、
約
３
万
３
千
円
の
18
・
６
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
財
源
へ
の
事
業
主
の
拠
出
が
低
い
こ
と

も
問
題
で
す
。
西
欧
諸
国
と
比
較
し
て
日
本
の
社
会

保
障
給
付
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
低
い
う
え
に
、
事
業

主
の
拠
出
が
、
ド
イ
ツ
10
・
７
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

11
・
３
％
、
フ
ラ
ン
ス
12
・
８
％
に
対
し
て
、
日
本

は
６
・
７
％
と
は
る
か
に
低
く
、
改
善
さ
れ
る
べ
き

で
す
。

　

も
う
一
つ
大
事
な
フ
ァ
ク
ト
に
触
れ
ま
す
。
日
本

で
は
、
税
に
よ
る
所
得
の
累
進
的
な
再
分
配
よ
り
も
、

社
会
保
険
料
の
徴
収
と
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の

社
会
保
障
給
付
に
よ
る
格
差
是
正
の
効
果
の
ほ
う
が

は
る
か
に
大
き
い
の
で
す
。所
得
格
差（
ジ
ニ
係
数
）

の
改
善
度
に
お
け
る
再
分
配
効
果
は
、
社
会
保
障
に

よ
る
も
の
が
９
割
強
を
占
め
、
税
に
よ
る
も
の
が
１

割
弱
と
非
常
に
弱
い
の
で
す
。
確
か
に
、
保
険
料
負

担
に
も
逆
進
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
極
低
所
得

層
と
高
所
得
層
に
の
み
見
ら
れ
、
大
半
の
所
得
階
層

で
は
所
得
比
例
的
で
フ
ラ
ッ
ト
な
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、「
社
会
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
」「
手

取
り
を
増
や
す
」
と
い
う
い
く
つ
か
の
新
興
政
党
の

政
策
は
、
結
果
と
し
て
逆
に
所
得
格
差
の
拡
大
を
も

た
ら
す
危
な
い
主
張
と
言
え
ま
す
。
保
険
料
負
担
の

引
き
下
げ
よ
り
も
、
所
得
税
の
累
進
制
の
再
強
化
や

法
人
税
率
引
き
下
げ
の
停
止
、
過
度
の
内
部
留
保
へ

の
課
税
等
を
通
じ
て
、
も
っ
と
税
に
よ
る
再
分
配
効

果
を
高
め
る
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
な
課
題
な
の
で
す
。

―
―
本
書
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
用
語
見
直
し
、
戦

後
の
医
療
政
策
史
や
医
療
経
済
学
の
論
点
な
ど
に
も

触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
書
が
フ
ァ
ク
ト
に
基
づ
く

医
療
政
策
の
推
進
に
大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
６
年
３
月
３
日
）
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